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平均粒子径， 0.07μm， 0.15μm， 0 .45μm のシリカージルコニア系球状フィラー，平均粒子径
48.3μm， 13.2μm， 12.0μm， 8.0μm， 4.1μm， 2.8μm のシリカージルコニア系不定形フィラー
をゾルーゲル法を用いて合成した。マトリックスレジンとしては，光開始剤として CQ， DMBE をそれ
ぞれ 0.5 重量%配合した Bis圃GMAlTEGDMA (重量比 60/40) を用いた。
【実験方法】
ステンレス製割型を用いて 2mm X 2mm X 20mm の試験片を各試料につき 10 本作製した。試料は，
歯科用光照射器を用いて光重合を行った後，さらに 100
0
Cの雰囲気化で 10 分間加熱重合を行い， 37"C 






















た粒子径の異なる不定形フィラーを用い，マトリクスレジンとしては，光開始剤として CQ と DMBE





填したレジンの曲げ強さほ，粒子径が小さくなるに従い高くなり， 8μm の時に最大値 176.4MPa を
示したが，粒子径がさらに小さくなると低下した。球状フィラーを充填したレジンでは，粒子径が
0.15μm の時に最大値 184.4MPa を示し， 0.07μm と 0.45μm では大きく低下した。一方，曲げ
弾性率は不定形，球状とも粒子径が大きくなるに従い高くなり，不定形フィラーでは 48.3μm の時に
15.6GPa，球状フィラーでは 0.45μm で最大値 10.9GPa を示した。さらに不定形フィラーと 0.15μm
球状フィラーを組み合わせた試作レジンでは，それぞれを単独で充填した時よりも高い値を示し，不
定形フィラーの粒子径が 4.1μm の時に，最も高い曲げ強さ 213.1MPa を示し，荷重一たわみ曲線に
おいて延性的破壊挙動が認められた。これらの結果は，複合材料としての硬質レジンの強度は，無機
質フィラーの形状，粒子径による樹脂マトリックスとフィラーとの混合形状，界面での接着強度等の
違いによる内部応力の発現様式によって決定され，特に不定形フィラーと球状フィラーを組み合わせ
たレジンでは球状フィラーによる応力の分散を示したものと考察している。
本研究において得られた知見は，硬質レジンを含め無機フィラーとレジンからなる歯科材料の機械
的強度の向上に大きく寄与するものであり，博士(歯学)の称号付与に相応しい業績であるものと判
断する。
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